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友 

愛 

自 

律 

創 

造 

７
．
８
・
９
月
（
前
半
） 

行
事
予
定 

(

7
月) 

19
日(

金)
 

終
業
式
・
大
掃
除 

22
日(

月)
 

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ 

 

22
日(

月)

（
8
月
2
日
（
金
）
ま
で
） 

 

夏
期
課
外
（
前
期
） 

22
日(

月)

～
26
日
（
金
） 

２
学
年
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

(

8
月) 

18
日(

日) 

Ｐ
Ｔ
Ａ
美
化
作
業 

 
 

 
 

 
 
 

親
睦
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会 

 
 
 
 

 
 

第
2
回
理
事
会 

21
日(

水) (

8
月
27
日(

火)

ま
で) 

 
 
 
 

 

夏
期
課
外
（
後
期
） 

(

9
月) 

 

1
日(

月) 

始
業
式
・
頭
髪
服
装
検
査 

 
 
 
 

 
 

夏
休
み
課
題
考
査 

 

2
日(

火) 

夏
休
み
課
題
考
査 

 

7
日(

土) 

体
育
祭 

 
 

9
日(

月) 

体
育
祭
代
休 

 

 

 
 
 

 
 
 

  

 
 

梅
雨
も
明
け
た
絶
好
の

夏
晴
れ
の
下
、
１
学
期
の
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
男
女
と
も
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
実
施
し
、
優
勝
の
栄

冠
を
目
指
し
て
競
い
合
い

ま
し
た
。 

 

午
前
中
に
予
選
リ
ー
グ

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
特
に

１
年
生
は
初
参
加
な
が
ら

も
上
級
学
年
を
相
手
に
元

気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

職職職
業業業
理理理
解解解
ガガガ
イイイ
ダダダ
ンンン
ススス   

 

今
年
度
第
２
回
目
の
職
業
理

解
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
７
月

１７

日

(

水)

に
実
施
さ
れ
、
１
・
２
年
生

が
「
映
像
・
放
送
」「
福
祉
」「
幼

児
教
育
」
の
中
で
興
味
が
あ
る
分

野
を
選
ん
で
講
義
を
受
講
し
ま

し
た
。
「
映
像
」
で
は
、
実
際
に

撮
影
を
し
て
１
シ
ー
ン
を
作
る

実
習
が
行
わ
れ
、
何
気
な
い
一
幕

を
作
る
の
に
も
気
が
遣
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
生
徒
た
ち
は
実
感

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
「
福
祉
」

で
は
背
中
に
文
字
を
書
い
て
伝

え
る
実
習
を
行
い
、
触
覚
の
み
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
の
難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

次
回
の
職
業
理
解
ガ
イ
ダ
ン
ス

は
９
月
の
予
定
で
す
。 

 

  

 

 

新新新生生生徒徒徒会会会長長長   決決決定定定！！！   
 

 

7 月 16 日（火）に平成 25 年度の財部高校新生徒会長を決

める選挙と立会演説会が行われました。今年度は 2 年生の松

榮幸輝くん，洗川勇斗くん，兒玉右京くんの 3人が新生徒会長

に立候補しました。 

最初に演説した松榮くんは，自らが行事の盛り上げの先頭に

たつことをアピールしました。次に洗川勇斗くんが，「みんなの

役に立ちたい」という思いから立候補したことを語りました。最

後に兒玉右京くんがみんなの意見を多く生徒会に反映させると

いう自らの公約を丁寧に説明しました。 

選挙は 3人の差が 10 票以内とい 

う大激戦となりましたが松榮幸輝くん 

が勝利し，新生徒会長になることが 

決まりました。 

新生徒会長の松榮幸輝くんは「み 

んなから選んでもらったので，ますま 

す行事を盛り上げていきます」と力強 

く語ってくれました。 

 

生
徒
に
幅
広
い
知
識
を
学
ん
で
人
間

性
を
磨
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
図

で
各
種
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 

７
月
３
日
（
水
）

に
は
性
教
育
講
座

が

行

わ

れ

ま

し

た
。
難
し
い
テ
ー

マ
で
し
た
が
、
生

徒
た
ち
は
男
女
が

お
互
い
の
人
格
を

尊
重
し
て
付
き
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

う
こ
と
の
大
事
さ

を 

 
 

 

↑立候補者の３人（左から松

榮幸輝，洗川勇斗，兒玉右京） 

 

午
後
か
ら
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
決
勝
戦
は
男
子

が
３
年
１
組 

VS 

３
年
２
組
、
女

子
が
３
年
２
組
A

VS 
 

３
年
２

組
B 

と
な
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら

も
３
セ
ッ
ト
目
ま
で
も
つ
れ
こ

む
好
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
が
、

わ
ず
か
の
差
で
男
子
は
３
年
１

組
が
、
女
子
は
３
年
２
組
B 

が

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

 

生
徒
た
ち
は
競
技
を
楽
し
み

つ
つ
、
生
徒
同
士
の
親
睦
も
深
め

て
い
ま
し
た
。 

 
 

 

  

  

 

 

盛
田
先
生
も
３-１
チ
ー

ム
と
し
て
活
躍 

↓ 

女
子
準
決
勝
戦 

↑ 

「映像」の講義の一場面 

 

う
こ
と
の
大
事
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

翌
４
日
（
木
）
に
は
交
通
教
室
が

行
わ
れ
、
曽
於
警
察
署
の
警
察
官
を 

 
 

 
 

 
 

お
招
き
し
て
講
演

を 
 
 

 
 
 

を
し
て
い
た
だ
き 

 
 
 
 

 
 

ま
し
た
。
交
通
安 

全
に
つ
い
て
の
ク 

イ
ズ
な
ど
を
通
し 

て
改
め
て
安
全
の 

重
さ
を
再
確
認
で 

 
 

 
 

 

原
付
通
学
生
は
末

吉
自
動 

 
 
 
 

 
 

車
学
校
で
講
習
を
、

そ
の
他
の
生
徒
は
学
校 

で

講

演

を

受

講

し
、
し
ま
し
た
。 

人間性を磨こう！ 

～各種講演～ 

 

 

き
ま
し
た
。
ま
た
原
付
通
学
生
は

末
吉
自
動
車
学
校
で
原
付
講
習

を
受
講
し
ま
し
た
。
急
ブ
レ
ー
キ 

 
 

 

の
か
け
方
や
安

全
確
認
な
ど
日 

 
 
 

 

頃
な
か
な
か
で

き
な
い
こ
と
が

実
習
で
き
て
良

い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。 

 

進進進路路路本本本格格格化化化ののの夏夏夏へへへ向向向けけけててて  

就
職
・
進
学
な
ど
の
進
路
に
関

す
る
活
動
が
本
格
化
し
て
い
く
夏

を
直
前
に
控
え
た
7

月

10

日

(

水)

に
３
学
年
が
社
会
・
学
校
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
就
職

希
望
者
と
進
学
希
望
者
で
分
か

れ
て
、
企
業
や
上
級
学
校
を
そ
れ

ぞ
れ
見
学
し
に
行
く
と
い
う
行
事

で
す
。 

就
職
希
望
者
は
「
豊
の
里
（
介

護
施
設
）
」
「
太
陽
漬
物
」
「
南
九

州
畜
産
興
業
（
ナ
ン
チ
ク
）
」「
大

隅
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）
」
の
４
か
所
を
見
学
し
ま
し

た
。
最
初
に
訪
れ
た 

豊
の
里 

は

財
部
高
校
の
先
輩
が
就
職
さ
れ
て

お
り
、
生
徒
た
ち
は
興
味
を
持
っ

て
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

進
学
希
望
者
は
鹿
児
島
市

内
に
あ
る
「
鹿
児
島
県
立
短
期

大
学
」
「
鹿
児
島
国
際
大
学
」

「
鹿
児
島
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

専
門
学
校
」
の
３
か
所
を
見
学

し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
学
校
も

こ
こ
数
年
に
財
部
高
校
の
先
輩

方
が
進
学
さ
れ
て
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
は
一
生
懸
命
に
説
明

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
な

お
生
徒
た
ち
は
鹿
児
島
国
際

大
学
の
大
き
な
屋
内
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
驚
い
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 
 

こ
の
日
の
見
学
を
活
か
し
て

ぜ
ひ
３
年
生
は
早
く
進
路
希

望
先
を
決
め
ま
し
ょ
う
。
保
護

者
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
家
庭
で

お
子
さ
ん
と
進
路
の
話
を
語
っ

て
く
だ
さ
い
。 

勝
負
の
夏
が
迫
っ
て
い
ま
す
！ 

 

ナンチク での様子 ↑ 

 

 

鹿児島国際大学にて昼食中 ↑ 

 


